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内閣府の新庁舎整備計画に伴って、千代田区永田町にあった岩手県東京事務所が平成

23年 10月３日に移転しました。 

旧東京事務所があった場所は、昭和 25年３月に鳥取県から取得したもので、当時、周

辺は三年町と言われ、本県出身の米内光政元総理大臣の邸宅に近接していた所でした。 

国会議事堂にほど近く、南門から徒歩1分、衆参の国会議員会館へも徒歩約5分、霞ヶ

関の中央省庁へも徒歩約 10分という好立地で、国への要望や各省庁への会議等の拠点と

しても活用されました。 

新しい東京事務所は、中央省庁や関係諸団体等との連絡などの業務を行う総務行政部が

千代田区平河町にある都道府県会館 15階へ、岩手県の観光の紹介や企業誘致等の調査、

情報収集などの業務を行う企業立地観光部が中央区銀座にある岩手県のアンテナショップ

『いわて銀河プラザ』の南海東京ビル１階へそれぞれ移転し、新たなスタートを切りまし

た。環境は変わりましたが、今後とも東京での情報収集や観光振興などの業務を推進して

いきます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

岩岩岩手手手県県県東東東京京京事事事務務務所所所ががが移移移転転転しししままましししたたた！！！！！！   

岩 手 県 東 京 事 務 所 

店内（突き当たり右が企業立地観光部）

いわて銀河プラザ（南海東京ビル１階） 

部内の様子

赤坂見附方面から見る都道府県会館 

（最上階 15階に総務行政部があります） 

部内の様子

総務行政部 

企業立地観光部 


